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卒業論文 要約 
12DE096L 竹田優希 

「テレビドラマの海外展開における課題とその展望」 
各国の異なる文化を理解するにあたってコンテンツ交流は重要な意味をもっている。し

かし日本のコンテンツ文化の発信力は低い現状にある。一方韓国は、韓流ドラマの流通を

成功させた。日本との大きな違いは、現地化戦略をしているかというところにあった。過

去のトレンディドラマは日本社会の新しい価値観を表現し、海外で大きな支持を得た。し

かし現在のドラマ制作者は国内の視聴率しか視野になく、話題性のみの配役などドラマ自

体の質が下がってきている。国内の変動に左右されず制作者たちは何を表現したいのかを

考え、制作していくことが日本ドラマ本来のストーリー性の回帰につながる。つまり、現

地化戦略を意識したドラマ作りには、海外で評価の高い日本のドラマのストーリー性を重

視した制作と、その制作者の意識の変化が課題といえる。さらに日本ならではの新しい価

値観の切り口が描かれたドラマであれば、今後海外で通用していく展望があるといえる。 
 
 





卒業論文要約 
社会学部メディア社会学科  

12DE121D 後藤沙貴 

◆ 内容構成 
 この論文は、女性・若者に視点を当て今後の「働く」と「プライベート」の

バランスについて考えていくものである。 

 最後の章では、過去の労働状況を知った上で「働く」と「プライベート」の

バランスについての現状を把握し、バランスをうまく測る為にはどのような課

題があり、何が求められているのかをはっきりさせたうえで、若者や女性が望

む「働き方」の実現には、今後どうしていくべきなのかを解決策として述べ、

まとめていく。 

 

１章：『労働時間の問題視とワーク・ライフ・バランスの重要性』 

社会状況の変化に伴って個人の「働き方」に対する意識の変化を背景に、高度

経済成長期から今日にかけて長時間労働が問題視されはじめ、ワーク・ライフ・

バランスの重要視がされはじめていることが明らかとなった。 

 

２章：『労働状況・離職とその理由・職場に対する満足度と認識からみたワー

ク・ライフ・バランスの重要性と職場に対する理想・女性活躍に対するイメー

ジ』 

長時間労働をする人や休みが取れない人が職場にいるという職場に対する認識

が高く、労働時間や休暇の問題は離職に大きく関わっていることがわかった。1ま

た、男女間で「女性の活躍」に対するイメージの差が存在していた。その意識

的な差を埋めることや、環境がどんなに整っていたとしても、活用する側の意

識を改善していかなくてはならないということが、課題になっているのだと明

らかになった。 

 

３章：『ワーク・ライフ・バランスの活用状況（有給消化等の）と活用されて

いない理由について』 

                                            
1 独立行政法人・労働政策研究・研修機構『正社員の労働負荷と職場の現状に関

する調査』 2015 年 P66~76 



年次有給休暇の取得できない理由として、性別でみると男性は仕事の量、女性

だと職場の雰囲気を気にしている傾向にあった。年齢でみると、若年層は仕事

量・職場環境・雰囲気を不安にしている。配偶者の有無でみると、配偶者あり

の人では家庭を支えていくために、男女とも職場からの見られ方を重要視して

いる傾向にあった。また、年次有給休暇の取得を希望できない職場には、「職場

環境や仕事の状況」「社内での情報共有が乏しい」「社員の不足」という問題を

抱えていることから取得に踏み出せていないと考えられることが明らかとなっ

た。2 

 

４章：『インタビューとそのまとめ』 

職場選択の基準として、ワーク・ライフ・バランスの思考がみられた。また、

入社前後でのイメージの不一致が少なからず存在していることが明らかとなり、

現在理想の働き方とは少し違っているというような傾向がみられた。また今後、

理想の働き方に変えていく為には、自分の成長が前提にはあるものの、社内の

雰囲気や先輩社員、会社全体が制度を積極的に活用していくこと、環境を改善

していくことを望んでいることがわかった。 

 

５章：『インタビュー結果を踏まえて見えた課題とその解決策として取り組ん

でいくこと』 

「職場環境の改善」・「制度に対する取り組み方の改善」・「個人の取り組み方に

対する改善」の３つの課題を提示し、「ワーク・ライフ・バランスの実現」に向

けての解決策をまとめた。また、この論文目的でもある若者や女性が望む「働

き方」の実現には、「ワーク・ライフ・バランスの実現」は重要なポイントで

あること。その理想の実現のためには、企業側の職場環境の改善や、取り組み

方の改善が必要であり、同時に個人の意識を高めることが重要になっていると

いうことが明らかとなった。また、学生の時期から自分の将来を見据えて行動

できる人間こそが、理想を現実にできるのだろう。 

 

 

                                            
2 独立行政法人 労働政策研究・研修機構『日本人の労働時間・休暇〜残業・年

休未消化と意識・職場環境〜』2012 年 P63~86 











12DE226H 武藤美沙希

多角的にみるライトノベル

～ライトノベルと一般文芸の分離と越境～

要約

ライトノベルは一般文芸と異なる様々な起源とそれに伴う特徴を有している。それこそ

が批判の対象であり一方で業界隆盛の要因であることが歴史を振り返ることで理解できる。

また、ライトノベルはその起源に唯一性を持たず、それぞれの起源が歴史の中で作用しあ

うことにより現在のライトノベルが形成されていたことがわかった。歴史の中でライトノ

ベルはゲームやマンガ的要素を取り込み「キャラクター小説」としての性質を有した。反

対に「キャラクター小説」であるからこそライトノベルはその他のオタク系文化との類似

性や強い親密性を持ち、コアファンの獲得に成功、またメディアミックスに適したコンテ

ンツへと進化していった。シミュラークルが氾濫するようになった現代社会において読み

物としてのみの価値ではライトノベルは成立も成功もしない。変化するメディアにどのよ

うに対応していくかがライトノベルの今後を左右すると考えられる。
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